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〈
表
面
か
ら
続
く
〉

行
、
社
会
民
主
党
福
島
党
首
ら
来

賓
の
挨
拶
の
あ
と
、
議
事
に
入
り

２
０
２
５
年
度
運
動
方
針
、
予
算
、

政
策
制
度
要
求
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平

等
参
画
推
進
計
画
が
提
案
さ
れ
、

審
議
の
あ
と
満
場
一
致
で
全
議
案

が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

役
員
改
選
で
は
、
４
期
８
年
会

長
を
務
め
ら
れ
た
人
見
一
夫
さ
ん

が
退
任
さ
れ
、
あ
ら
た
に
事
務
局

長
の
野
田
那
智
子
さ
ん(

自
治
退)

を
新
会
長
、
副
事
務
局
長
の
宇
田

川
浩
一
さ
ん(

全
印
刷
退)

を
事
務

局
長
に
選
出
し
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
Ｍ

か
ら
は
大
山
会
長
が
副
会
長
に
、

大
野
事
務
局
長
が
幹
事
に
再
任
さ

れ
ま
し
た
。

日
本
退
職
者
連
合
は
７
月
15
日
、

第
29
回
定
期
総
会
前
日
の
全
国
組

織
代
表
者
会
議
で
、
１
９
４
５
年

８
月
２
日
未
明
の
東
京
の
八
王
子

市
大
空
襲
を
体
験
し
た
石
井
忠
明

さ
ん(

86
歳)

を
講
師
に
テ
ー
マ

「
戦
後
80
年

今
、
伝
え
ね
ば
」

の
学
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

１
９
４
５
年
の
八
王
子
市
旧
市

街
地
の
人
口
は
６
万
３
千
人
で
し

た
が
、
八
王
子
市
大
空
襲
の
惨
状

に
つ
い
て
犠
牲
者
５
百
人
以
上
、

負
傷
者
２
千
５
百
人
以
上
、
罹
災

者
７
万
７
千
人
以
上
、
焼
失
家
屋

１
万
４
千
戸
を
超
え
旧
市
街
地
の

80
％
を
焼
失
し
た
と
報
告
が
あ
り
、

Ｂ
29
爆
撃
機
１
７
０
機
が
飛
来
し
、

大
型
爆
弾
Ｍ
17
（
集
束
焼
夷
弾
１

１
０
発
入
り
）
を
67
万
２
千
発
投

下
、
当
時
の
八
王
子
市
人
口
一
人

に
対
し
10
発
の
焼
夷
弾
が
投
下
さ

れ
た
こ
と
に
よ
る
惨
状
だ
っ
た
と

強
調
し
て
い
ま
し
た
（
１
９
４
５

年
３
月
10
日
の
東
京
大
空
襲
で
は

約
70
万
発
の
焼
夷
弾
を
投
下
）
。

石
井
さ
ん
自
身
の
体
験
に
つ
い

て
は
次
の
通
り
話
し
て
い
ま
し
た
。

伝
単
（
米
軍
の
投
下
宣
伝
ビ
ラ
）

で
空
襲
が
予
告
さ
れ
て
い
た
の
で
、

７
月
下
旬
に
母
と
す
ぐ
上
の
兄
と

三
人
で
八
王
子
の
家
か
ら
神
奈
川

の
母
の
実
家
に
避
難
し
て
い
た
が
、

お
い
て
き
た
愛
犬
が
気
に
な
り
、

皆
で
家
に
帰
っ
て
き
た
の
が
８
月

１
日
。
日
付
が
変
わ
る
こ
ろ
空
襲

警
報
が
激
し
く
鳴
り
響
い
た
。

「
八
王
子
駅
が
真
っ
赤
だ
。
逃

げ
ろ
」
と
父
が
叫
び
、
父
を
残
し

て
一
家
６
人
が
リ
ヤ
カ
ー
で
近
く

の
桑
畑
に
向
か
っ
た
。
た
ど
り
着

く
間
際
に
米
軍
機
の
機
銃
掃
射
に

あ
っ
た
が
、
桑
畑
に
駆
け
込
ん
で

助
か
っ
た
。
同
じ
桑
畑
で
は
銃
撃

さ
れ
て
亡
く
な
っ
た
母
子
も
い
た
。

帰
る
と
、
自
宅
周
辺
は
焦
土
と
化

し
、
遺
体
が
安
置
さ
れ
て
い
る
市

内
の
お
寺
に
行
く
と
、
ト
タ
ン
の

上
に
む
し
ろ
を
敷
い
て
数
十
人
が

寝
か
さ
れ
て
い
た
。
あ
た
り
に
異

臭
が
漂
い
、
怖
く
て
震
え
て
い
た
。

(

文
責
・
会
長
大
山
勝
也
）

Ｊ
Ａ
Ｍ
埼
玉
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
で

は
６
月
16
日
、
那
珂
会
長
を
講
師

と
し
て
政
策
・
制
度
学
習
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
14
名
、

テ
ー
マ
は
「
少
子
化
問
題

現
状

と
今
後
の
課
題
」
で
す
。

昨
年
、
Ｊ
Ａ
Ｍ
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

で
は
い
く
つ
か
の
政
策
課
題
に
つ

い
て
研
究
を
し
ま
し
た
が
、
那
珂

会
長
が
Ｊ
Ａ
Ｍ
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
副

会
長
と
し
て
少
子
化
問
題
を
担
当

し
、
そ
の
報
告
書
が
３
月
に
ま
と

ま
っ
た
こ
と
か
ら
当
ク
ラ
ブ
学
習

会
で
の
講
演
と
な
り
ま
し
た
。

２
０
２
４
年
の
出
生
数
が
70
万

人
を
切
り
、
人
口
が
減
少
に
転
じ

て
い
る
日
本
で
は
、
将
来
の
姿
と

し
て
モ
ノ
づ
く
り
や
各
種
の
サ
ー

ビ
ス
が
行
き
届
か
な
い
現
実
が
迫
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
要
因
と
し
て
日

本
で
は
雇
用
不
安
と
賃
金
の
停
滞

が
長
年
続
い
た
こ
と
に
よ
り
結
婚
、

出
産
を
た
め
ら
う
人
が
増
え
て
き

た
こ
と
、
ま
た
家
事
・
育
児
の
女

性
負
担
の
偏
り
か
ら
女
性
が
結
婚
、

出
産
を
た
め
ら
う
傾
向
が
強
く
な
っ

た
こ
と
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

少
子
化
問
題
の
解
決
の
た
め
に

は
若
い
世
代
の
将
来
不
安
・
子
育

て
不
安
の
解
消
が
必
要
で
す
。
そ

の
第
一
と
し
て
雇
用
の
安
定
と
安

心
の
社
会
保
障
で
暮
ら
し
の
基
盤

確
立
、
第
二
に
賃
金
の
安
定
的
な

向
上
で
結
婚
、
子
育
て
で
き
る
経

済
的
な
ゆ
と
り
、
第
三
は
時
短
で

生
活
時
間
に
ゆ
と
り
、
最
後
に
家

事
・
育
児
時
間
の
男
女
平
等
促
進

で
す
。

講
演
の
結
論
と
し
て
は
「
先
に

述
べ
た
解
決
策
は
労
働
組
合
が
こ

れ
ま
で
目
指
し
て
き
た
目
標
そ
の

も
の
だ
が
、
不
安
定
雇
用
を
拡
大

し
賃
金
を
抑
制
し
、
生
活
時
間
を

奪
う
と
い
う
経
営
側
に
よ
る
「
働

か
せ
方
」
改
革
に
阻
ま
れ
て
き
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
は
労
働
者
の
た

め
の
真
の
「
働
き
方
」
改
革
が
肝

要
で
す
。
本
当
に
働
く
人
が
報
わ

れ
る
社
会
の
構
築
が
少
子
化
対
策

に
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
を
実
感
さ

せ
ら
れ
た
学
習
会
と
な
り
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
Ｍ
岐
阜
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
は
、

６
月
14
日
サ
ン
ワ
ー
ク
大
垣
に
て
、

「
年
金
制
度
に
つ
い
て
」
岐
阜
県

社
会
保
険
労
務
士
の
西
濃
支
部
・

田
中
佐
菜
江
さ
ん
を
講
師
に
迎
え

37
名
の
方
に
参
加
を
頂
き
研
修
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

２
０
２
５
年
５
月
16
日
、
私
た

ち
の
将
来
の
安
心
に
深
く
係
わ
る

「
社
会
経
済
の
変
化
を
踏
ま
え
た

年
金
制
度
の
機
能
強
化
た
め
の
国

民
年
金
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る

等
の
法
律
案
（
年
金
制
度
見
直
し

法
案
）
を
第
２
１
７
回
通
常
国
会

に
提
出
さ
れ
、
５
月
30
日
に
衆
議

院
で
修
正
（
基
礎
年
金
底
上
げ
措

置
を
法
案
の
付
則
に
盛
り
込
む
）

の
う
え
、
参
議
院
に
送
ら
れ
６
月

13
日
に
成
立
し
ま
し
た
。

主
な
改
正
内
容
は
、
①
社
会
保

険
の
加
入
対
象
者
の
拡
大
②
在
職

者
老
齢
年
金
の
見
直
し
③
遺
族
年

金
の
見
直
し
④
保
険
料
や
年
金
額

の
計
算
に
使
う
賃
金
の
上
限
の
見

直
し
⑤
そ
の
他
見
直
し
等
の
措
置

を
講
ず
る
と
の
内
容
に
な
っ
て
い

ま
す
。

年
金
受
給
者
に
は
、
必
ず
毎
年

６
月
中
旬
に
日
本
年
金
機
構
よ
り

「
年
金
額
改
定
通
知
書
」
が
送
付

さ
れ
ま
す
。
年
金
額
を
確
認
し
て

も
改
定
の
し
く
み
を
知
る
方
は
多

く
は
見
え
な
い
と
思
い
ま
す
。
そ

こ
で
今
回
、
年
金
額
改
定
の
し
く

み
に
つ
い
て
、
田
中
講
師
よ
り
年

金
額
の
改
定
ル
ー
ル
と
令
和
７
年

度
の
年
金
額
改
定
に
つ
い
て
講
話

を
頂
き
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
Ｍ
東
京
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
は
、

街
歩
き
と
し
て
５
月
27
日
、
21
名

が
参
加
し
て
「
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
（
宇
宙

航
空
研
究
開
発
機
構
）
調
布
航
空

宇
宙
セ
ン
タ
ー
」
の
展
示
室
を
見

学
し
ま
し
た
。
調
布
は
、
Ｊ
Ａ
Ｘ

Ａ
の
中
で
航
空
技
術
の
研
究
す
る

唯
一
の
拠
点
と
し
て
、
日
本
の

航
空
産
業
の
成
長
に
貢
献
し
行

政
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
次
世
代
航

空
技
術
を
研
究
開
発
、
航
空
か

ら
宇
宙
ま
で
多
様
な
研
究
開
発

を
行
っ
て
い
る
と
の
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。

屋
外
展
示
に
は
、
懐
か
し
い

Ｙ
Ｓｰ

11
退
役
機
の
コ
ッ
ク
ピ
ッ

ト
内
部
展
示
が
あ
り
興
味
深
く

拝
見
し
、
「
ス
ペ
ー
ス
・
ミ
ッ

シ
ョ
ン
・
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
」
の

部
屋
に
入
り
わ
く
わ
く
し
な
が

ら
、
未
来
の
ス
ペ
ー
ス
プ
レ
ー

ン
で
宇
宙
旅
行
の
模
擬
操
縦
体

験
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
の
他
い
ろ
い
ろ
職
員
の
方
か

ら
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

航
空
セ
ン
タ
ー
の
見
学
後
、

徒
歩
組
と
タ
ク
シ
ー
組
の
２
班

に
分
か
れ
て
深
大
寺
（
東
京
都

調
布
市
に
あ
る
お
寺
で
東
京
で

は
浅
草
寺
に
次
ぐ
古
刹
）
に
向

か
い
、
深
大
寺
名
物
の
そ
ば

（
湧
水
が
豊
富
で
昔
か
ら
そ
ば

の
栽
培
が
お
こ
な
わ
れ
い
ま
し

た
）
を
頂
き
ま
し
た
。

退職者
連合

「
戦
後
80
年
」
の

学
習
会
を
開
催

埼玉
「
少
子
化
問
題
」
の

学
習
会
を
開
催

小
泉
茂

事
務
局
長

岐阜
「
年
金
制
度
」
の

研
修
会
を
開
催

東京

平
木
和
裕

幹
事

「
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
」
を
見
学

井
亦
廣
幸

事
務
局
長


